
　

県
議
会
で
は
︑
７
月
豪
雨
対

策
費
を
含
む
総
額
２
０
８
億
円

の
一
般
会
計
補
正
予
算
等
が
可

決
成
立
し
ま
し
た
︒

　

未
曾
有
の
社
会
混
乱
を
招
い

て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
は
油
断
で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
︑ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
︑ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
来
た
と
思
っ
て
い

ま
す
︒
県
の
防
止
対
策
の
取
り

組
み
を
質
問
し
ま
し
た
︒

令
和
二
年
度
九
月
定
例
会

　
　
　
（
九
月
三
日
〜
十
月
二
日
）

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
と
新
し
い
社
会

②
来
年
度
予
算

高
橋
ま
さ
ひ
こ 

一
般
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
新
し
い
社
会

県
行
政
の   

I
C
T
化
の
現

状
と
課
題
は
？

問

行
政
は
個
人
情
報
保
護
法
の

制
定
趣
旨
に
従
っ
た
取
扱
い

を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
?

病
院
や
介
護
施
設
で
は
、
外

来
者
と
の
接
触
を
で
き
る
だ

け
避
け
て
業
務
を
行
な
う
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
I
C
T
を
活
用
し

た
電
子
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
、
も
っ
と
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

高
校
入
試
の
出
題
範
囲
は
変

え
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
が
、

そ
の
他
の
配
慮
は
考
え
て
い

る
の
か
?

医
療
、
福
祉
に
携
わ
る
方
々

等
へ
の
P
C
R
検
査
の
実
施

へ
の
見
解
は
？

※

※
I
C
T
化
と
は

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信

技
術
を
活
用
し
て
、
人

と
人
、
人
と
物
な
ど
を

つ
な
ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
を
指
し
ま
す
。

答
　
丸
山
達
也
　
知
事

　

A
I
な
ど
に
よ
る
新
た
な
技
術
や

サ
ー
ビ
ス
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
遅
れ
は
課
題
で
す
。
国
の

I
C
T
戦
略
な
ど
を
注
視
し
つ
つ
、

A
I
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
県

民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
施
策
を
推

進
し
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、

事
務
の
効
率
化
を

促
進
す
る
な
ど
、

行
政
の
I
C
T

化
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

答
　
山
口
研
悟
　
総
務
部
長

　

対
面
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
テ
レ
ビ

会
議
や
動
画
配
信
を
活
用
す
る
な
ど
実

施
方
法
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
感
染
に
よ
る
業
務
の
中

断
を
避
け
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
端
末

を
活
用
し
た
在
宅
勤
務
を
進
め
て
い
ま

す
。

答
　
藤
井
洋
一
　
地
域
振
興
部
長

　

テ
レ
ビ
会
議
の
利
用
状
況
は
、
元
年

度
に
月
平
均
44
件
だ
っ
た
の
が
今
年
度

に
は
月
平
均
１
７
９
件
、
８
月
に
は

２
２
６
件
で
す
。
今
年
度
に
入
り
、
テ

レ
ビ
会
議
の
ラ
イ
セ
ン
ス
数
や
利
用
可

能
な
箇
所
数
な
ど
拡
充
し
て
お
り
、
今

後
も
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
山
口
　
総
務
部
長

　

県
で
は
、
島
根
県
個
人
情
報
保
護
条

例
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
条
例
で
は
利
用
目
的
が
不

明
確
な
個
人
情
報
の
収
集
や
目
的
以
外

の
利
用
提
供
を
制
限
す
る
な
ど
、
個
人

情
報
の
収
集
、
利
用
、
提
供
、
管
理
、

廃
棄
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま

す
。
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
や
法
令

や
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
と
き
な
ど
に

は
、
目
的
以
外
で
の
個
人
情
報
の
利
用

提
供
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
が

個
人
情
報
保
護
制
度
を
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
に
必
要
な
個
人

情
報
を
適
正
か
つ
効
率
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
小
村
浩
二
　
健
康
福
祉
部
長

　

電
子
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

I
C
T
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
業
務

の
効
率
化
と
職
員
の
負
担
軽
減
に
加
え
、

患
者
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
や
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
感
染
防
止
に
も
つ
な
が

る
と
も
考
え
て
い
る
の
で
、
県
と
し
て

各
病
院
が
導
入
を
積
極
的
に
検
討
さ
れ

る
よ
う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

答
　
小
村
　
健
康
福
祉
部
長

　

感
染
拡
大
防
止
を
目
的
に
、
症
状
な

ど
か
ら
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
、
疫
学
調

査
に
お
い
て
感
染
の
可
能
性
が
あ
る
方

を
対
象
と
し
て
、
幅
広
く
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
今
後
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
に
備
え
、

12
月
ま
で
に
は
１
日
７
７
８
件
の
検
査

が
可
能
に
な
る
予
定
。
ま
た
、
医
療
機

関
で
の
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る
抗
原

定
量
検
査
を
広
く
普
及
す
る
な
ど
検
査

能
力
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

答
　
新
田
英
夫
　
教
育
長

　

推
薦
選
抜
で
は
部
活
動
の
成
果
を
発

揮
す
る
大
会
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
な

ど
の
状
況
に
配
慮
し
、
入
学
志
願
者
が

不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
入
試
当
日
は
混
雑
回
避
の
た
め
、

入
退
場
時
間
を
ず
ら
す
な
ど
感
染
予
防

対
策
を
十
分
に
講
じ
、
今
後
感
染
拡
大

に
よ
る
臨
時
休
業
な
ど
が
あ
っ
た
際
に

は
状
況
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応
し
ま

す
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
県

は
業
務
の
実
施
方
法
の
見
直

し
や
効
率
化
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

の
か
?

問

県政をもっと身近に！
中山間地は日本の原点。守ります、築きます、中山間地域の暮らしを。
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1
テーマ

新型コロナウイルスに
注意しましょう！

感染予防

消毒手洗い・うがい マスク
○十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけましょう。



　新型コロナウイルスに関する県対策本部会
議が１０月９日県庁で開かれ、7 月から県民に
呼び掛けていた県外在住者とのアルコールを
伴う飲食店利用の自粛要請を解除することを
決めました。全国的な感染状況が落ち着いて
いることを受け、経済的活動を進めるための
判断でした。ウイズコロナのへの具体的な第
一歩ですが丸山知事が間隔を空け、大声を出
さないなど注意してほしいと話し、首都圏な
どに出かけた場合は引き

続き接待を伴う飲

食店の利用を控え

る要請をしました。

　油断大敵です。

しっかり手洗い

まスクを着用

ねつ（体温）を測ろう

大声は控えて

好きな人とも適度な間隔

来
年
度
予
算
に

　
　
　
　 

つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に
も
厳

し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら

れ
、
内
需
喚
起
が
必
要
で
す

が
、
回
復
に
は
時
間
が
か
か

る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

来
年
度
予
算
の
留
意
点
を
お

伺
い
し
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
県

財
政
の
健
全
化
の
進
め
方
は
?

問

※

※
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

日
本
の
行
政
組
織
は
、
予
算
や
組
織
（
ポ

ス
ト
）
の
新
設
を
行
う
場
合
、
肥
大
化
を

防
ぐ
た
め
に
多
く
の
場
合
は
既
存
の
予
算

や
組
織
を
廃
止
す
る
。
こ
れ
を
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
方
式
と
呼
ぶ
。

答
　
丸
山
達
也
　
知
事

　

法
人
事
業
税
な
ど
少
な
く
と
も
数
億

円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。   

ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
徹
底
を
図

り
な
が
ら
、
感
染
に
よ
る
社
会
変
化
を

踏
ま
え
た
事
業
内
容
の
見
直
し
や
業
務

の
効
率
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
例

年
に
も
増
し
て
県
内
状
況
や
国
の
動
向

を
注
視
し
、
国
の
施
策
、
財
源
を
最
大

限
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

答
　
丸
山
　
知
事

　

令
和
３
年
度
以
降
も
引
き
続
き
10
億

円
台
後
半
か
ら
20
億
円
台
前
半
の
財
源

不
足
が
生
じ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
県

財
政
の
柱
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
、
島

根
創
生
の
推
進
と
健
全
な
財
政
運
営
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
の
感

染
、
今
年
度
決
算
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（島根県職員より提供）

2
テーマ

　

今
回
の
定
例
議
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開

催
で
あ
り
、
県
の
対
応
や
新
し
い
生
活
様
式
等

に
つ
い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
心
配
か
ら
、
観
光
事
業
や
農
水
商

工
関
係
に
県
内
経
済
に
も
多
く
の
影
響
が
出
て

い
る
。

　

11
月
末
に
は
終
わ
る
島
根
県
プ
レ
ミ
ア
ム
飲

食
・
宿
泊
も
県
民
の
多
く
が
購
入
さ
れ
て
お
り
、

島
根
県
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
も
出
来
る
だ

け
早
く
使
用
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
国
の

Ｇo

Ｔo

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま
り
、
こ
う
し
た

対
策
も
使
用
し
て
頂
か
な
け
れ
ば
経
済
的
効
果

が
発
揮
で
き
な
い
の
で
、
三
密
を
守
り
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
一
緒
に
）
の
生

活
に
慣
れ
て
い
く
必
要
を
強
く
感
じ
る
。

　

補
正
予
算
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
（
１
０
８

億
円
）
を
盛
り
込
ん
だ
大
型
補
正
予
算
と
な
っ

た
が
、
特
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
体
制
の

充
実
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。
丸
山
知
事
は
、
国

に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
治
療
の
た
め
に

病
棟
と
は
別
に
プ
レ
ハ
ブ
の
建
設
を
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
感
染
者
発
生
の
対
応
と
し
て
ベ
ッ
ド

を
確
保
す
る
こ
と
は
、
通
常
の
治
療
を
有
す
る

患
者
の
入
院
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

考
え
方
を
強
く
支
持
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
未
知
の
病
原
体
で
は
あ

る
が
、
そ
の
治
療
方
法
も
少
し
ず
つ
確
立
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
特
効
薬
や
予
防
ワ
ク
チ

ン
が
ま
だ
な
く
、
先
を
急
ぐ
よ
う
に
世
界
中
で

開
発
競
争
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
早
期
の
実
現

を
期
待
し
た
い
。

　

一
方
、
経
済
の
停
滞
は
世
界
中
に
生
活
困
窮

者
を
輩
出
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
生
活
す

る
以
上
は
あ
る
程
度
リ
ス
ク
も
あ
り
、
予
防
を

十
分
し
た
中
で
人
の
往
来
も
意
識
し
て
、
経
済

対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

中
山
間
地
域
の
社
会
生
活
は
、
高
齢
者
が
高

齢
者
を
支
え
る
現
況
で
あ
る
た
め
、
各
種
活
動

が
停
滞
す
れ
ば
影
響
を
受
け
る
人
々
が
多
数
発

生
す
る
。
非
接
触
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
行
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

や
三
密
を
回
避
し
な
が
ら
各
種
活

動
を
展
開
す
る
時
期
に
来
た
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

令和２年度
補正予算の概要

1 医療提供体制・感染症対策
○ 入院患者病床の確保【４億円】

○ PCR検査等の体制強化【1億２千万円】

○ 感染症患者等の入院施設整備【13億３千万円】

○ 学校の感染防止・学習環境の確保【８億９千万円】

2 県内経済や県民生活の回復に向けた施策

○ 農林水産業の生産者支援【10億５千万円】

○ 観光誘客の推進【６億２千万円】

3 県民生活の支援
○ 保育所職員等への応援協力金【３億６千万円】

○ 児童養護施設等の継続支援【１億１千万円】

4 その他

65億5千万円

33億5千万円

5億２千万円

４億２千万円
○ 県行政の体制強化等【８千万円】

○ 美術館など県立施設の感染症対策【３億４千万円】

特
集

高橋まさひこ事務所
発行責任者　高橋雅彦

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

http : //m-takahashi.jp info@m-takahashi.jp

〒699-1251 島根県雲南市大東町大東１888　TEL  0854-43-8057

※金額は百万単位で四捨五入

新型コロナウイルス感染症対策予算総額108億円

しまね大好き
標語


